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稲岡先生請演

電磁波につしヽての講演

バリアフリー社会に陶製品を |

信楽のうわぐすり「ビードロJ

生産額調査

クロスワー ドパズル

ブラジル RS州出張報告

素材のいろいろ「ウレオールJ

収蔵品紹介「燭台」

表紙の写真は点字陶板です

【平成 10年度主要研究テーマ】

生産技術に関する研究

迅速焼成に関する研究

型成形技術の合理化に関する研究

新素材に関する研究

地域産原料の活用研究

電磁波吸収材の研究開発

多了L質陶器による水質浄化機能の研究

新製品に関する研究

暮らしの陶製品の開発研究

信楽陶器産業における商品開発支援システムの開発

国際共同研究

カンジオッタ産粘土の精製分離技術と活用化に関

する研究
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消費者の変化と市場情勢
講師 |ライフマネジメン ト1丹究所 所長 稲岡真理子氏

市場情勢報告が出揃う2月 恒例となつている稲

岡真理子氏の講演会を開催しました。この一年の

ビット商品の紹介と、インテリア 雑貨商品から今

話題のガーデニング そしてヒーリングといつた新

しい話題の提供をしていただきました。ここに、そ

の一部を紹介いたします。

稲岡先生は 現在 マーケティング 街の活性化

心理カウンセリングなど幅広く活躍さllています。

どのような気分 感覚で消費者がモノを購入するか?

'肖

費行動の動機づけを表現した最近のキャッチコ

ビーの例を挙げると

ダイジョウフと言つてくll

うれしい見返りで買う気にさせて

自分仕様の「時間Jを買おう

「ひとリモードJがカッコいい

「いい人スタイルJでやつてみる etc

市場1青勢

1)97年のビット商品情報

(たまこつち もののけ姫 ポケモン等こどもつ

ち型商品のビット)

2)「安LIJわ ら`「癒しJヘ ヒーリンググッズの人気

3)「メモリーグッズJ(生きてきた証 何か形にし

てくれる)

4)「アダル トチル ドレンJ(大人になりされない大

人 キテイちやんグッズの流行)

5)百貨店～和食器は売れているが、粗雑できたな

いイメージのものはだめ

専門店～作家ものだから高いので|まなく、手頃

感の価格のものが良い

その他～ギフトパッケージ店がよやつている

6)クラフトを楽しむ生涯学習の人気～本格的

「時間消費J時代と「自己表現Jの欲求

近頃の消費者の気分とは ? 商品動向
生活者が選

‐
l「器Jあるい ま「モノJの関係を再確

認 してみると

イベン ト性のあるもの

季節感 歳時を演出するもの (ひ IJ人形など)

日常的なもの ブト日常的なもの

特別な意味を持つもの

コミュニケーションの手段となるもの

所有満足なもの

鑑賞満足なもの

i■能優先のもの

自己表現となるもの 自己主張となるもの

癒 しとなるもの

lll康 に良いもの

倉」り手の抱負 課題
]新 しい試み

「M CAシ ョップ (癒 しの店)Jで見た信楽焼の鉢

2 自己満足からの脱皮

生活全体の中から捉えた商品企画 他との関連性が大切
３

４

５

バリアフリーマーケットを捉えよう

素材の開発 技の向上 美意識の質の向上

人 環境への優しさ追求

まとめ
環境 健康にやさしい「ものJづくりが今後有望

視されると思われるが 陶磁器業界としても上にあ

げた 所有満足なもの 鑑賞満足なもの 癒しとな

るもの   といつたキーワー ドを重視してもの

づくりをすることが求められている。
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電磁波についての講演

最近 電磁ノイズや電磁波障害が問題視さllて

おり 現実に機器の誤動作による事故や健康被害の

例も報告されてしヽます。当場でも 平成 8年度から

電磁波吸収材料の研究に取り組んでおり、今回「電

磁波とEMIJと いうテーマで次の両氏に講演いた

だきましたのでその要旨を幸晨告します。

■脇野氏のお話■

]電磁波とはなにか

2電磁波の伝搬

3電磁波の反射 透週 吸収

4諄波吸収体

5電磁波の反射を少なくする方法

●振動とは   真空 物質の中にかかわらず、空

間のある位置でのある物理量 (た とえばある点の歪

み 電位など)の値が周期的に変化する現象

0波 波動とは一 振動が時間の経過と共に伝わつ

ていく現象

●電磁波とは  電波と磁波が空間を伝搬してい

く現象のことで 電波と磁波はそれぞll独立には存

在し得すかならず伴つて起こる。これよレンツの法

則によって説明され、電波の伝わつてゆく方向は電

場 磁場 伝搬方向が右手系をなす方向で決定さll

る.

0電磁波の特性 一物質にぶつかると反射 透過

吸収をおこすが、それらは物質の誘電的性質によっ

て大きく異なる。

日金子氏のお話■

●従来の電波障害

電波吸収壁の模式図 (講習会資料)

ラジオの雑音やテレビのゴースト等

●最近の電磁波障害

コンピュータ 携帯電話等から不要な電波がでて

おり それが他の電子機器に影響を及ぼし誤動作等

講師 :立 命館大学 客員教授 脇野喜久男氏

lll)滸円田郷FPI商品開鶏限 金子敏己氏

を生じさせ その結果 物や人体等へ障害を起こすこ

とを電磁波障害と捉えている。電磁波が直接人体に

あたえる影響についてよ生物学的に重大な障害を起

こすレベルより逢わЧこ低いものだと考えられている。

●妨害電波の規制と課題

規制するためによ電波の種類と量の測定がィヽ可欠

であり また測定精度を得るには 他からの電波を

完全に遮断し 内部反射も無い電波暗室が必要とな

る。一般に使わllているテレビやラジオ波の波長は

l nn～ 10mの長さを持つており、大型の電波暗室

と厚い吸収材が要求される。また デジタルビデオ

や携帯電話の波長は 数センチから数十センチと短

かく、その対策は今後の課題となつている。

●電磁波対策の 2つの考え方

]電磁波の反射量を抑える(建物 橋梁などの表面)

2 電子機器の中に進入しないように、シール ドす

る (シールドには反射と吸収がある、吸収は入つて

きた電波を反射させず透過もせずにすべてを吸収し

熱エネルギーヘ変えてしまう)

●電波吸収体の設計

物質によ電気的にみて 3つの性質

1誘電性 (電気エネルギーを貯める性質)

2抵抗性 (電気を流す1■質)

3磁性 (磁性エネルギーを帯びやすい性質)

があり、誘電的性質 磁気的性質よ大なり小なり工

ネルギーの損失をともない、抵抗はそのままエネル

ギーの損失につながる。これら三つの損失をバラン

スよく調整して物質表面からの電磁波の反射を少な

くし、かつ内吉剛こ取り込んで熱エネルギーとして消

費させてしまう。まず 反射させないですべて取り

込んでしまうことが必要であるが 裏面から通過し

てよじⅥすなしヽので反射素材を設ける。一つは誘電体

と抵抗体の組み合わせが考えらる。セラミックス

は 一般には誘電体の性質が強く これと抵抗体と

してカーボンを使つたものが提案されている。磁性

体をベースにした吸収材料があるが これは長波長

に効果が大きいものである。電波吸収体はこれらを

基本として設計されており、いろいろな物が実現化

さlnてきてぃる。
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やきもので点字案内板を製作
(バ リアフリー社会に陶製品を |)

最近「バリアフリー |と いう言葉をよく耳にします.

崩賀県では 隋 貨県イキみよい福祉のまちづくり条例Jを制定して きまざまな施策を推進しています。

陶のテクスチャーを生かして

試験場では、陶の特質を最大限生かした 誰に

とつても使いやすく 外観、触感とも良い、バリア

フリー製品の開発に取り組んでいます。一部商品化

(技術移転)に成功しましたので報告します。

陶製点字案内板

平成 8年度から高齢者や障害のある人が試験場を

安全かつ快適に利用できるように施設整備を進めて

います。この事業の一環として点字案内板を陶器で

製作することに成功しました。

製作は 試験場で開発した点字変換ソフトにより

日本語入力した点字および建物配置図をカッティン

グブロッタにより厚紙に出力 (カ ット)します。こ

の紙製の型に粘土を置きカロ圧すltば成形の完了で

す。後は乾燥後、焼成します。

特徴は 型の材料に市販の紙が利用できる点です。

このため型の製作は従来のものと比較して

1 早くできる

2 デザインの自由度が高い

3 簡単なパソコン操作で誰にでもできる

4 コストが低い

など大きな利点が挙げられます。

陶製点字案内板は、この紙製型に信楽焼の大物陶

板技術を応用して製作したものであり全国でも例の

ないものと考えられます。

なお、製品開発に当たつては、盲人福祉協会の竹

村さんこ夫妻の御協力を得ました。

当初は「点字が読めるかJ「案内板としての機能が

果たせているわJと心配しておりましたか竹村さん

からは 陶製の点字は非常に読みとりやすく感触が

とでもなめらかで気持ちが良いという感想をいただ

きました。試作品は試験場の玄関に設置しいてます。

なお 耐候性に優llている 磨耗しない 汚れに

強い 様々な着色ができるといつた陶器の特質や、

屋内 屋外を選ばず設置できることなどから 今後

幅広い需要が見込まれます。

新規性

] カッテイングプロッタによる型紙の作成

2  カタカナー点字変換ソフトの作成

3  陶板土の改良 (決められた点字の大きさと高さを

表現する粒度 切れ 冷め防止)

長 所

] 従来品に比べて安価である

大きさにもよるが ]割～ 2割程度安価

2  型の製作が容易である

3  陶製であることから

耐候性に優れている (屋夕‖こも設置できる)

磨耗しない

汚れに強しヽ

点字が読みとりやすく感触がよしヽ

様々な着色ができる

味わいがある

技術移転について

9年度の研究成果発表以降 産地企業への技術移

転を進めてきた結果 10年 3月 末までに茶業指導

PF計量検定所 工業技術総合センター エ業技術振

興協会の4箇所に設置されることとなつております。
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▼

信楽のうわぐすり「ビー ドロ」

ビー ドロ (17d「o)とはガラスを意味するボル トガル語であり、信楽や伊賀では青緑色のガラスの

ような釉薬をこうlT=|.元 来 信楽焼の特色は「大色J「こげ」「灰被りJと されているが ビー

ドロ釉はこの灰被り部周辺に見られる。現出するのに種々の説があるか 通常 穴窯や登り窯の

燃料となる松材の灰が素地表面にll着 し、こllが高温域で素地と反応してガラス状になつたもの

と考えられている。また、緑色を呈するのは松灰中に含まれる約 2-6%の 鉄分や素地の鉄分の

漂元によるものである。

ビー ドロ粕は現在人為的に調整されているが その歴史は古く、これを特徴とする伊賀焼では

宝暦年間 (175]～ 63)に古|コ賀を復興すべく、この種の釉が作られたようである。

ビー ドロ釉は、普通土灰を使うことからカルシウム (Ca)が多い組成である。透明感のある

緑色を得る場合 素地は白いものを用い、焼成はLL較的高温の還元炎で行い 冷却は速くしたほ

うがよい。また還元雰囲気に入る温度によつて色合いは変化する。青みを帯ぴた淡い色を求める

場合は 800℃位から還元に入り 緑味のビー ドロを出すときは 1000℃ 位から還元に入る。

組成は珪酸 アルミナ分が少なく、流れ易いので釉の厚みや撞Hす方には71意を要する。安定し

た土灰が入手し難くなつた今日 合成土灰を使うことも良策ではないかと考えらllる 。

(高丼 )

SK8-9(日 匡)

調合 lll] 調合例2

長 石 」 60 20-50

天然土灰 100～40

合成土灰 80--50

Fe203 C1 2 2～4

耳付花入 ]6世紀末 (高さ :26 5cm)

野村美術館所蔵

日本陶磁大系「信楽 伊賀J平凡社より

0信楽窯業技術試験場情報誌 第8号  ]9983
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信楽焼生産高

平成9年 信楽産地の状況は、前半比較的好調に推移したものの 夏以降年末にわЧナては低迷した。総

生産額よ前半の好調さと建材の伸びにより 前年比27%の微増となった。建材を除いた一般陶磁器部門

だけで上し較すると35%の減少となり 平成 10年春以降の動向が懸念される。

観葉鉢など旧来の鉢類は減少傾向が続いているなかで ガーデニングブームを反映して 寄せ植え鉢や

山野草鉢 鉢力′ヽ一が若干の伸びを示している。昨年落ち込んだ傘立は今年も低落傾向にあり、一部食器

への転換を図る企業もあるが 食器全体の生産額には大きな変化がない。その他エクステリア インテ

リア 花器類も微減し全体的に状況よ悪い。建材関連は、大手企業が外装部門で伸ばしたものの 装飾陶

板は若干減少した。

ここ数年 好不調の企業間格差が大きくなつている。今後、売り上げを伸ばすによ 商品FTa発力 技術

開発力の向上が不可欠であろう。

平成 9年信楽焼生産実態調査結果  平成 9年 1月より ]2月  (生産額単位 :百万円)

モの他P%

壺 頷

調査事業所数

平成●T  I  平成8■ 七

　

７
祠　旺

r 5,t 52 | r.1760
1,| IJ] 085

品目51生産, 平成9年

8]● ●

平成8年  1 前年tt

建材

インァリア Iク ステリア
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]霞石 よ英語で

3技法 (2種の粘土)

灰色のマスの文字を並べかえると信楽に関係するある言葉ができます。

クロスワー ドノ(ズル (陶磁器基礎知識)

タテのヒン ト
]_■石 (岐早 )

2瀬戸産の呉須
3_焼 (■貨 )

4人合_(栃木 )
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2石炭灰は_ア ッシュ
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｀
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9□―ラー_ 20 票業1支術言t顆塀

22■ ,=釉草の基本

24三石  (岡山)

25同 じlt「土のこと
29 変天自f由

3] 半島 (■藻土,

2111｀ |―ン|よ_い .

23焼成窯の一種
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ブラジル、RS州出張報告

滋賀県とリオグラン・デ・ドスール lRSl州との姉

妹交流は 18年前に始まりました。

本年度は 1990年に締結された科学技術交

流に関する協定に基づき、当試験場から宮代 が

現地へ赴き調査を行いました。

l RS州並びにカンジオッタ地方について

RS,11ま ブラジルの南i帯 に位置し 面積は日本

の本州と丸,11を合わせたくらいです.拝定人口

ま950万人でポル トガル  ドイツ イタリア

等ヨーロッパ系の移民が多くヨ系は少数です.

州部ポル トアレグレは人口集中か進み 公害間

題や治安問題も生していまづ.

カンジオッタlL方はボル ト アレグレから

400キ ロ離llた最南端の地域で広大な草原

(バ ンバ)か広がります。ここには石炭層に挟ま

れた大量のILt土かあるため その利用方法を探

ることが今回テーマです。

2ブラジル RS州の窯業について

今回視察した所はほとんとが赤物と呼ばllて

いる建築用煉瓦 瓦、タイルの I場でした。日

本では構造材llと して煉瓦は一般的ではありま

せんが 中国や欧米では古代より使わイlてきま

した。ブラジルにおいても身近に造りやすく低

涅で焼き固まるlL土か豊富にあるため 民家 ま

もちろん 高層建築でも煉瓦積み工法です。フ

ラジルで窯業か盛んな地域はJヒ隣のサンタカタ

リーナリ11で 国内lTみならす 25%を輸出する

ほどの産地を形成しています。ここにはイタリ

アやスベイン 中国t~技 1行 や資本による大工場

が数多くあるそうです.

RSナ旧 窯業はそ11は ど盛んではなく、地域

の需要を満たす小規模工ittt｀所々にある状7Lで

す.成形は土練機押し出して、ホフマン窯 ト

ンネル窯 トックリ窯てユーカリの薪を燃料に

850-950℃ で焼成しています。ユーカ リ

は成長が早 く枝を 1本切るとそこか ら 2本

生えてくるという性員があ ります。また籾

殻の吹き込みで瓦を焼いてい るところもttり

再生産 J寺続可能な事業をイ了っていま0.労働

力が余つており機 械化するよりも人力を使った

方が良いらしく日本的な合llT化という考えは通

用しません.製品規格もあるらしいのですか冒J

れていなければ出荷するというおおらかrfもの

こ0.

3カ ンジオッタの粘土について

この地方の石炭は灰分 硫黄分が多く発熱量

も低いものです。炭層に,ま って‖積している

粘土にもイオウ化合物が多く含まrtています。

イオウ分が多く含まれると酸化さllて硫酸が生

成されます.

また この挟炭層粘土以外にI_表土に近い部

分には白色 ビンク 茶色、黒色のカオリン質

粘土が散見されました。きめの細かい採掘をす

れば陶芸馬の原料になり、面白い物が焼けそう

です。これらの粘土についての詳細は現在言■験

中tJので改めて報告します。 (宮

`t)

V

▼

中空煉瓦
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素材のいろいろ

ウレオール

型取り用の樹脂としてはシリコーンゴムが一般的ですが スイスのチバガイギー社製の「ウレ

オールJは ウレタンゴムです。数種類の主斉」 硬化剤があり その調合比 によつて アメ玉のよ

うな硬い樹脂や、コンニャクのような柔らかい樹脂を自由に作ることIJできます。気泡の巻き込

みが少なく 硬化時のl17縮率が低いため、精密な型を取ることが可能です。また 異素llと の離

型性に優llているため、多孔質エポキシ樹脂型のケース型にも適しています。

原液には毒性があるので 作業時にゴム手袋を着用し 十分な換気をする必要があり

ます。価格は ]kg当 たり3000～ 5000円程度です。

収蔵品紹介

燭台

h52 Xφ 18om 昭和 14年 (1939年 )

滋賀県窯業試験場製

第二次世界大戦勃発の年に試作された燭台で

ある。II(せ つ)器質の素地をろくろ成形し、天

目釉を肺している。脚音剛ま上下に分けて焼成さ

れており、ろうそく受けの部分は取り外しが可

能である。存在感がある大きさで、和洋折衷の

雰囲気を持つ。現代でも滋賀県特産の和ろうそ

くとセットで販売すれば、レトロ調のインテリ

アとして人気が出るのではtrJかろうか。

01澄 )
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